
(57)【要約】

【課題】    　消費電力の少ない液晶表示装置を提供す

る。

【解決手段】    本発明の液晶表示装置は、液晶パネル

１１と、液晶パネル１１に電圧を印加することにより階

調を制御するソースドライバ１２と、ソースドライバ１

２に電流を供給することによりソースドライバ１２を駆

動するＤＣ－ＤＣ電源１３と、ソースドライバ１２に階

調を制御する信号を供給するコントローラ１４と、コン

トローラ１４からの信号の変化量を算出する変化量算出

部１５とを備えている。ＤＣ－ＤＣ電源１３では、変化

量算出部１５で算出された信号の変化量に応じて、ソー

スドライバ１２に供給する電流が変化する。

【選択図】     図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 表 示 部 と 、
　 上 記 表 示 部 に 電 圧 を 供 給 す る た め の 駆 動 回 路 と 、
　 上 記 駆 動 回 路 に 、 上 記 電 圧 を 制 御 す る た め の 信 号 を 供 給 す る 制 御 回 路 と 、
　 上 記 信 号 の 変 化 量 を 算 出 す る 変 化 量 算 出 部 と 、
　 上 記 変 化 量 に 基 づ い た 値 の 電 源 を 、 上 記 駆 動 回 路 に 供 給 す る 電 源 回 路 と
を 備 え る 、 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 電 源 回 路 は 、 上 記 信 号 の 変 化 量 の 大 小 に よ っ て 、 上 記 駆 動 回 路 に 供 給 す る 電 流 の 量
の 大 小 を 調 整 す る 、 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 表 示 部 に は 複 数 の 画 素 が 設 け ら れ て お り 、
　 上 記 駆 動 回 路 は 、 上 記 複 数 の 画 素 に 電 圧 を 印 加 し 、
　 上 記 変 化 量 算 出 部 は 、 上 記 複 数 の 画 素 の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 上 記 信 号 の 変 化 量 を 算 出 し
、
　 上 記 電 源 回 路 は 、 上 記 信 号 の 変 化 量 に 比 例 す る 量 の 電 流 を 上 記 駆 動 回 路 に 供 給 す る 、 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 演 算 増 幅 器 と 、
　 上 記 演 算 増 幅 器 の 出 力 に 接 続 さ れ た 複 数 段 の 出 力 ト ラ ン ジ ス タ か ら な る 出 力 ト ラ ン ジ ス
タ 部 と 、
　 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ と カ レ ン ト ミ ラ ー を 構 成 す る ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る Ｉ － Ｖ 変 換 回
路 と 、
　 上 記 Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 と 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 と に 接 続 さ れ 、 上 記 Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 の 出
力 信 号 に 基 づ い て 、 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ を 制 御 す る ス イ ッ チ ン グ 回 路 と
を 備 え る 、 電 源 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 電 源 回 路 で あ っ て 、
　 上 記 Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 は 、
　 上 記 ト ラ ン ジ ス タ お よ び 接 地 線 に 接 続 さ れ た 抵 抗 体 と 、
　 上 記 ト ラ ン ジ ス タ と 上 記 抵 抗 体 と の 間 に 入 力 部 が 接 続 さ れ 、 上 記 ス イ ッ チ ン グ 回 路 に 出
力 部 が 接 続 さ れ た 、 複 数 の イ ン バ ー タ か ら な る イ ン バ ー タ 部 と
を さ ら に 備 え る 、 電 源 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 電 源 回 路 で あ っ て 、
　 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 は 、 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ と し て 、 ゲ ー ト が 上 記 演 算 増 幅 器 の
出 力 に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス が 電 源 線 に 接 続 さ れ た 複 数 段 の Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と 、 ゲ ー ト
が 上 記 演 算 増 幅 器 の 出 力 に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン が 上 記 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン に
接 続 さ れ 、 ソ ー ス が 接 地 線 に 接 続 さ れ た 複 数 段 の Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と を 備 え 、
　 上 記 Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 に お け る 上 記 ト ラ ン ジ ス タ は 、 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 に お け る 同
じ 段 数 の 上 記 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と 同 じ サ イ ズ を 有 す る Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ る 、
電 源 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 電 源 回 路 で あ っ て 、
　 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 は 、 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ と し て 、 ベ ー ス が 上 記 演 算 増 幅 器 の
出 力 に 接 続 さ れ 、 エ ミ ッ タ が 電 源 線 に 接 続 さ れ た 複 数 段 の ｐ ｎ ｐ バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ
と 、 ベ ー ス が 上 記 演 算 増 幅 器 の 出 力 に 接 続 さ れ 、 コ レ ク タ が 上 記 ｐ ｎ ｐ ト ラ ン ジ ス タ の コ
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レ ク タ に 接 続 さ れ 、 エ ミ ッ タ が 接 地 線 に 接 続 さ れ た 複 数 段 の ｎ ｐ ｎ バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス
タ と を 備 え 、
　 上 記 Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 に お け る 上 記 ト ラ ン ジ ス タ は 、 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 に お け る 同
じ 段 数 の 上 記 ｐ ｎ ｐ ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ と 同 じ サ イ ズ の エ ミ ッ タ を 有 す る ｐ ｎ ｐ ト ラ
ン ジ ス タ で あ る 、 電 源 回 路 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ４ ～ ７ の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 源 回 路 で あ っ て 、
　 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 に は 電 流 源 が 接 続 さ れ て い る 、 電 源 回 路 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ４ ～ ８ の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 源 回 路 で あ っ て 、
　 液 晶 表 示 装 置 の 電 源 で あ る 、 電 源 回 路 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 表 示 部 と 、
　 上 記 表 示 部 の 上 記 画 像 を 制 御 す る た め の 電 源 を 供 給 す る こ と が で き 、 オ ペ ア ン プ を 有 す
る 電 源 回 路 と 、
　 上 記 オ ペ ア ン プ の 出 力 を 規 格 値 と 比 較 す る 比 較 器 と 、
　 上 記 比 較 器 か ら の 出 力 信 号 に 基 づ い て 、 上 記 オ ペ ア ン プ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ を 制 御 す る ス イ
ッ チ ン グ 部 と
を 備 え る 、 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 オ ペ ア ン プ は 、 （ ＋ ） 側 入 力 部 、 （ － ） 側 入 力 部 お よ び 出 力 部 を 有 し 、
　 上 記 比 較 器 は 、 （ ＋ ） 側 入 力 部 、 （ － ） 側 入 力 部 お よ び 出 力 部 を 有 し 、
　 上 記 比 較 器 の 上 記 （ ＋ ） 側 入 力 部 は 、 上 記 オ ペ ア ン プ の 上 記 出 力 部 と 接 続 さ れ 、
　 上 記 比 較 器 の 上 記 （ － ） 側 入 力 部 は 、 上 記 オ ペ ア ン プ の 上 記 （ ＋ ） 側 入 力 部 と 接 続 さ れ
、
　 上 記 比 較 器 の 上 記 出 力 部 は 、 上 記 ス イ ッ チ ン グ 部 と 接 続 さ れ 、
　 上 記 比 較 器 の 上 記 （ － ） 側 入 力 部 と 、 上 記 オ ペ ア ン プ の 上 記 （ ＋ ） 側 入 力 部 と の 間 に は
、 抵 抗 が 介 在 し て い る 、 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 表 示 部 と 、
　 上 記 表 示 部 の 上 記 画 像 を 制 御 す る た め の 電 源 を 供 給 す る こ と が で き 、 オ ペ ア ン プ を 有 す
る 電 源 回 路 と を 備 え 、
　 ブ ラ ン キ ン グ 期 間 に は 、 上 記 オ ペ ア ン プ が 停 止 す る 、 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 表 示 部 の 上 記 画 像 を 制 御 す る た め の 信 号 を 生 成 す る 制 御 回 路 を さ ら に 備 え 、
　 上 記 ブ ラ ン キ ン グ 期 間 に は 、 上 記 制 御 回 路 か ら の 信 号 に 基 づ い て 、 上 記 オ ペ ア ン プ が 停
止 す る 、 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 電 源 回 路 は 、 上 記 オ ペ ア ン プ に 供 給 す る 電 圧 を 昇 圧 す る こ と が で き る 昇 圧 回 路 を さ
ら に 有 し 、
　 上 記 昇 圧 回 路 に は 、 上 記 制 御 回 路 か ら ク ロ ッ ク 信 号 が 供 給 さ れ 、
　 上 記 ク ロ ッ ク 信 号 の 発 信 周 波 数 は 、 有 効 な 書 き 込 み 期 間 よ り も 上 記 ブ ラ ン キ ン グ 期 間 に
お い て 低 減 さ れ る 、 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ２ ～ １ ４ の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 表 示 部 は 、 上 部 電 極 と 、 上 記 上 部 電 極 と 対 向 す る 下 部 電 極 と 、 上 記 上 部 電 極 と 接 続
さ れ る ソ ー ス 線 と 、 上 記 上 部 電 極 と 接 続 さ れ る ゲ ー ト 線 と 、 上 記 ソ ー ス 線 お よ び 上 記 ゲ ー
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ト 線 に 接 続 さ れ る ト ラ ン ジ ス タ と を 有 し 、
　 上 記 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、 上 記 ソ ー ス 線 を 駆 動 す る た め の ソ ー ス ド ラ イ バ と 、
　 上 記 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、 上 記 ゲ ー ト 線 を 駆 動 す る た め の ゲ ー ト ド ラ イ バ と を さ ら
に 備 え る 、 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 電 源 回 路 は 、 上 記 ソ ー ス ド ラ イ バ か 、 ま た は 上 記 ゲ ー ト ド ラ イ バ に 上 記 電 源 を 供 給
す る 、 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ５ ま た は １ ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 電 源 回 路 は 、 上 記 下 部 電 極 に 上 記 電 源 を 供 給 す る 、 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 表 示 部 と 、 上 記 表 示 部 に 電 圧 を 供 給 す る た め の 駆 動 回 路 と 、 上 記 駆 動 回 路 に 上 記 電 圧 を
制 御 す る た め の 信 号 を 供 給 す る 制 御 回 路 と 、 上 記 駆 動 回 路 に 電 源 を 供 給 す る 電 源 回 路 と を
備 え る 液 晶 表 示 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、
　 上 記 制 御 回 路 か ら の 上 記 信 号 の 変 化 量 を 算 出 す る ス テ ッ プ （ ａ ） と 、
　 上 記 変 化 量 に 基 づ い て 、 上 記 電 源 回 路 か ら 上 記 駆 動 回 路 に 電 源 を 供 給 す る ス テ ッ プ （ ｂ
） と
を 備 え る 、 液 晶 表 示 装 置 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、
　 上 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） で は 、 上 記 変 化 量 の 大 小 に よ っ て 、 上 記 駆 動 回 路 に 供 給 す る 電 流 の
量 の 大 小 を 調 整 す る 、 液 晶 表 示 装 置 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ８ ま た は １ ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、
　 上 記 表 示 部 に は 複 数 の 画 素 が 設 け ら れ て お り 、
　 上 記 ス テ ッ プ （ ａ ） で は 、 上 記 複 数 の 画 素 の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 上 記 信 号 の 上 記 変 化 量
を 算 出 し 、
　 上 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） で は 、 上 記 変 化 量 に 比 例 す る 量 の 電 流 を 上 記 駆 動 回 路 に 供 給 す る 、
液 晶 表 示 装 置 の 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 、 液 晶 表 示 装 置 等 に 用 い る 電 源 回 路 、 お よ び 液 晶 表 示 装 置 の 制
御 方 法 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 駆 動 型 の 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 Ｔ Ｖ や パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 用 デ ィ ス プ レ イ 、 携 帯 機 器 用 の パ ネ ル
な ど に 幅 広 く 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ８ は 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 こ こ で は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ
ッ ク ス 駆 動 の 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 従 来 の 液 晶 駆 動 装 置 は 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 （ 図 示 せ
ず ） を 有 す る 液 晶 パ ネ ル １ ０ １ と 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ １ に お け る 各 画 素 の 階 調 を 制 御 す る ソ
ー ス ド ラ イ バ １ ０ ２ と 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ２ に 電 流 を 供 給 す る こ と に よ り ソ ー ス ド ラ イ
バ １ ０ ２ を 駆 動 す る Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ０ ３ と を 備 え て い る 。 ま た 、 図 示 を 省 略 す る が 、 液
晶 パ ネ ル １ ０ １ の 各 画 素 の ス イ ッ チ ン グ を 行 う た め の ゲ ー ト ド ラ イ バ や 、 ソ ー ス ド ラ イ バ
１ ０ ２ に 制 御 信 号 を 供 給 す る た め の コ ン ト ロ ー ラ な ど も 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 液 晶 パ ネ ル １ ０ １ で は 、 対 向 す る ２ 枚 の 電 極 の 間 に 液 晶 が 挟 ま れ て い る 。 ２ 枚 の 電 極 の
う ち の い ず れ か 一 方 は 、 画 素 ご と に 、 Ｔ Ｆ Ｔ （ Thin-Film-Transistor） に 接 続 さ れ て い る
。 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト に は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ か ら 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 ゲ ー ト に 印 加 す る 電 圧 を
制 御 す る こ と に よ り 、 画 素 ご と の ス イ ッ チ ン グ 動 作 が 可 能 と な る 。 Ｔ Ｆ Ｔ の ソ ー ス に は 、
ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ２ か ら 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 ソ ー ス に 印 加 す る 電 圧 を 制 御 す る こ と に よ
り 、 画 素 ご と の 階 調 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ２ に は 、 コ ン ト ロ ー
ラ か ら の 信 号 と Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ０ ３ か ら の 電 流 と が 供 給 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ の ド レ イ ン （ 対
向 電 極 ） に は 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ０ ３ か ら 電 圧 が 印 加 さ れ て い る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ０ ３ 内 に は 、 入 力 電 圧 を 増 幅 す る た め の オ ペ ア ン プ １ ０ ４ が 設 け ら れ
て い る 。 オ ペ ア ン プ １ ０ ４ は 、 昇 圧 回 路 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ て い る こ と も あ る 。 こ の
昇 圧 回 路 は 、 外 部 供 給 電 源 電 圧 か ら 作 ら れ た 基 準 電 圧 を 昇 圧 し て オ ペ ア ン プ １ ０ ４ に 供 給
す る た め の も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ９ ６ ９ ６ １ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 榎 原 淳 ,「 駆 動 用 回 路 お よ び 液 晶 用 駆 動 回 路 」 , 株 式 会 社 リ コ ー ,
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 で は 次 の よ う な 不 具 合 が 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ０ ３ は 、 一 定 量 の 電 流 Ｉ ｍ ａ ｘ を ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ２ に 供 給 し て い
る 。 こ の 電 流 Ｉ ｍ ａ ｘ は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ２ が 最 大 出 力 で 動 作 す る の に 十 分 な 量 で あ
る 。 こ の よ う に 十 分 な 量 の 電 流 を 供 給 す る こ と に よ り 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ １ に 安 定 し た 画 像
を 表 示 す る こ と が 可 能 に な る と 考 え ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ １ の 表 示
パ タ ー ン に 関 わ ら ず 、 常 に 多 量 の 電 流 が 発 生 す る た め 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ０ ３ や ソ ー ス ド
ラ イ バ １ ０ ２ で 消 費 さ れ る 電 力 が 大 き く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 不 具 合 は 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ １ に お け る 電 極 に 電 圧 を 与 え る 電 源 に 共 通 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 液 晶 パ ネ ル の 表 示 の 変 化 の 度 合 い に よ っ て Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 な ど の 電 源
の 出 力 を 変 化 さ せ る 手 段 を 講 ず る こ と に よ り 、 画 面 表 示 の 安 定 性 を 低 下 さ せ る こ と な く 、
消 費 電 力 の 少 な い 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 液 晶 表 示 装 置 は 、 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 表 示 部 と 、 上 記 表 示 部 に
電 圧 を 供 給 す る た め の 駆 動 回 路 と 、 上 記 駆 動 回 路 に 、 上 記 電 圧 を 制 御 す る た め の 信 号 を 供
給 す る 制 御 回 路 と 、 上 記 信 号 の 変 化 量 を 算 出 す る 変 化 量 算 出 部 と 、 上 記 変 化 量 に 基 づ い た
値 の 電 源 を 、 上 記 駆 動 回 路 に 供 給 す る 電 源 回 路 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 表 示 部 の 画 像 の 変 化 に よ っ て 電 源 回 路 が 供 給 す る 電 源 の 大 き さ を 変 化 さ せ
る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 常 に 一 定 の 値 の 電 源 を 供 給 し て い た 従 来 と 比 較 し て 、 表 示
部 の 画 像 の 質 を 低 下 さ せ る こ と な く 消 費 電 力 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 電 源 回 路 は 、 上 記 信 号 の 変 化 量 の 大 小 に よ っ て 、 上 記 駆 動 回 路 に 供 給 す る 電 流 の 量
の 大 小 を 調 整 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 表 示 部 に は 複 数 の 画 素 が 設 け ら れ て お り 、 上 記 駆 動 回 路 は 、 上 記 複 数 の 画 素 に 電 圧
を 印 加 し 、 上 記 変 化 量 算 出 部 は 、 上 記 複 数 の 画 素 の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 上 記 信 号 の 変 化 量
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を 算 出 し 、 上 記 電 源 回 路 は 、 上 記 信 号 の 変 化 量 に 比 例 す る 量 の 電 流 を 上 記 駆 動 回 路 に 供 給
し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 複 数 の 画 素 の そ れ ぞ れ に お い て 、 画 像 が 変 化 す る 時 間 を 均 一
に す る こ と が で き る の で 、 表 示 を よ り 安 定 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 電 源 回 路 は 、 演 算 増 幅 器 と 、 上 記 演 算 増 幅 器 の 出 力 に 接 続 さ れ た 複 数 段
の 出 力 ト ラ ン ジ ス タ か ら な る 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 と 、 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ と カ レ ン ト ミ
ラ ー を 構 成 す る ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 と 、 上 記 Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 と 上 記 出 力
ト ラ ン ジ ス タ 部 と に 接 続 さ れ 、 上 記 Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 の 出 力 信 号 に 基 づ い て 、 上 記 出 力 ト ラ
ン ジ ス タ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ を 制 御 す る ス イ ッ チ ン グ 回 路 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 同 じ 段 数 の 出 力 ト ラ ン ジ ス タ と Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 に お け る ト ラ ン ジ ス タ と に
は 同 じ 量 の 電 流 が 流 れ る 。 こ の 電 流 の 量 に 応 じ て 、 ス イ ッ チ ン グ 回 路 が 出 力 ト ラ ン ジ ス タ
の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ を 制 御 す る の で 、 そ の 時 点 の 電 流 を 流 す た め に 必 要 な 段 数 分 の 出 力 ト ラ ン
ジ ス タ を 駆 動 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 表 示 が 変 化 す る た び に 駆 動 す る 駆 動 す る 出 力 ト
ラ ン ジ ス タ の 段 数 を 調 整 す る こ と が で き る の で 、 画 像 の 質 を 低 下 さ せ る こ と な く 、 消 費 電
力 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 は 、 上 記 ト ラ ン ジ ス タ お よ び 接 地 線 に 接 続 さ れ た 抵 抗 体 と 、 上 記 ト
ラ ン ジ ス タ と 上 記 抵 抗 体 と の 間 に 入 力 部 が 接 続 さ れ 、 上 記 ス イ ッ チ ン グ 回 路 に 出 力 部 が 接
続 さ れ た 、 複 数 の イ ン バ ー タ か ら な る イ ン バ ー タ 部 と を さ ら に 備 え る こ と に よ り 、 好 ま し
く 動 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 は 、 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ と し て 、 ゲ ー ト が 上 記 演 算 増 幅 器 の
出 力 に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス が 電 源 線 に 接 続 さ れ た 複 数 段 の Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と 、 ゲ ー ト
が 上 記 演 算 増 幅 器 の 出 力 に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン が 上 記 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン に
接 続 さ れ 、 ソ ー ス が 接 地 線 に 接 続 さ れ た 複 数 段 の Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と を 備 え 、 上 記 Ｉ
－ Ｖ 変 換 回 路 に お け る 上 記 ト ラ ン ジ ス タ は 、 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 に お け る 同 じ 段 数 の
上 記 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と 同 じ サ イ ズ を 有 す る Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 は 、 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ と し て 、 ベ ー ス が 上 記 演 算 増 幅 器 の
出 力 に 接 続 さ れ 、 エ ミ ッ タ が 電 源 線 に 接 続 さ れ た 複 数 段 の ｐ ｎ ｐ バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ
と 、 ベ ー ス が 上 記 演 算 増 幅 器 の 出 力 に 接 続 さ れ 、 コ レ ク タ が 上 記 ｐ ｎ ｐ ト ラ ン ジ ス タ の コ
レ ク タ に 接 続 さ れ 、 エ ミ ッ タ が 接 地 線 に 接 続 さ れ た 複 数 段 の ｎ ｐ ｎ バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス
タ と を 備 え 、 上 記 Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 に お け る 上 記 ト ラ ン ジ ス タ は 、 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部
に お け る 同 じ 段 数 の 上 記 ｐ ｎ ｐ ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ と 同 じ サ イ ズ の エ ミ ッ タ を 有 す る
ｐ ｎ ｐ ト ラ ン ジ ス タ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 に は 電 流 源 が 接 続 さ れ て い る こ と に よ り 、 出 力 ト ラ ン ジ ス タ に
起 因 す る 容 量 が 充 電 さ れ る の を 待 つ こ と な く 、 電 流 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 よ っ て 、
高 速 動 作 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 電 源 回 路 は 、 液 晶 表 示 装 置 の 電 源 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 液 晶 表 示 装 置 は 、 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 表 示 部 と 、 上 記 表 示 部 の
上 記 画 像 を 制 御 す る た め の 電 源 を 供 給 す る こ と が で き 、 オ ペ ア ン プ を 有 す る 電 源 回 路 と 、
　 上 記 オ ペ ア ン プ の 出 力 を 規 格 値 と 比 較 す る 比 較 器 と 、 上 記 比 較 器 か ら の 出 力 信 号 に 基 づ
い て 、 上 記 オ ペ ア ン プ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ を 制 御 す る ス イ ッ チ ン グ 部 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 オ ペ ア ン プ か ら の 出 力 が 十 分 に 大 き い 時 に は 一 時 的 に オ ペ ア ン プ を 停 止 し
て 、 出 力 が 小 さ く な っ て く る と 再 度 オ ペ ア ン プ を 駆 動 す る こ と が で き る の で 、 表 示 部 の 画
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質 を 低 下 さ せ る こ と な く 、 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 オ ペ ア ン プ は 、 （ ＋ ） 側 入 力 部 、 （ － ） 側 入 力 部 お よ び 出 力 部 を 有 し 、 上 記 比 較 器
は 、 （ ＋ ） 側 入 力 部 、 （ － ） 側 入 力 部 お よ び 出 力 部 を 有 し 、 上 記 比 較 器 の 上 記 （ ＋ ） 側 入
力 部 は 、 上 記 オ ペ ア ン プ の 上 記 出 力 部 と 接 続 さ れ 、 上 記 比 較 器 の 上 記 （ － ） 側 入 力 部 は 、
上 記 オ ペ ア ン プ の 上 記 （ ＋ ） 側 入 力 部 と 接 続 さ れ 、 上 記 比 較 器 の 上 記 出 力 部 は 、 上 記 ス イ
ッ チ ン グ 部 と 接 続 さ れ 、 上 記 比 較 器 の 上 記 （ － ） 側 入 力 部 と 、 上 記 オ ペ ア ン プ の 上 記 （ ＋
） 側 入 力 部 と の 間 に は 、 抵 抗 が 介 在 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 液 晶 表 示 装 置 は 、 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 表 示 部 と 、 上 記 表 示 部 の
上 記 画 像 を 制 御 す る た め の 電 源 を 供 給 す る こ と が で き 、 オ ペ ア ン プ を 有 す る 電 源 回 路 と を
備 え 、 ブ ラ ン キ ン グ 期 間 に は 、 上 記 オ ペ ア ン プ が 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 表 示 部 に 書 き 込 み が 行 わ れ な い ブ ラ ン キ ン グ 期 間 に の み オ ペ ア ン プ を 停 止
さ せ 、 表 示 部 に 書 き 込 み が 行 わ れ る 有 効 な 書 き 込 み 期 間 中 に は オ ペ ア ン プ を 駆 動 さ せ る こ
と が で き る の で 、 表 示 部 の 画 質 を 低 下 さ せ る こ と な く 、 消 費 電 力 を 削 減 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 表 示 部 の 上 記 画 像 を 制 御 す る た め の 信 号 を 生 成 す る 制 御 回 路 を さ ら に 備 え 、 上 記 ブ
ラ ン キ ン グ 期 間 に は 、 上 記 制 御 回 路 か ら の 信 号 に 基 づ い て 、 上 記 オ ペ ア ン プ が 停 止 し て も
よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 電 源 回 路 は 、 上 記 オ ペ ア ン プ に 供 給 す る 電 圧 を 昇 圧 す る こ と が で き る 昇 圧 回 路 を さ
ら に 有 し 、 上 記 昇 圧 回 路 に は 、 上 記 制 御 回 路 か ら ク ロ ッ ク 信 号 が 供 給 さ れ 、 上 記 ク ロ ッ ク
信 号 の 発 信 周 波 数 は 、 有 効 な 書 き 込 み 期 間 よ り も 上 記 ブ ラ ン キ ン グ 期 間 に お い て 低 減 さ れ
る こ と に よ り 、 さ ら に 消 費 電 力 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 表 示 部 は 、 上 部 電 極 と 、 上 記 上 部 電 極 と 対 向 す る 下 部 電 極 と 、 上 記 上 部 電 極 と 接 続
さ れ る ソ ー ス 線 と 、 上 記 上 部 電 極 と 接 続 さ れ る ゲ ー ト 線 と 、 上 記 ソ ー ス 線 お よ び 上 記 ゲ ー
ト 線 に 接 続 さ れ る ト ラ ン ジ ス タ と を 有 し 、 上 記 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、 上 記 ソ ー ス 線 を
駆 動 す る た め の ソ ー ス ド ラ イ バ と 、 上 記 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、 上 記 ゲ ー ト 線 を 駆 動 す
る た め の ゲ ー ト ド ラ イ バ と を さ ら に 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 電 源 回 路 は 、 上 記 ソ ー ス ド ラ イ バ か 、 ま た は 上 記 ゲ ー ト ド ラ イ バ に 上 記 電 源 を 供 給
し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 電 源 回 路 は 、 上 記 下 部 電 極 に 上 記 電 源 を 供 給 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 は 、 表 示 部 と 、 上 記 表 示 部 に 電 圧 を 供 給 す る た め の 駆
動 回 路 と 、 上 記 駆 動 回 路 に 上 記 電 圧 を 制 御 す る た め の 信 号 を 供 給 す る 制 御 回 路 と 、 上 記 駆
動 回 路 に 電 源 を 供 給 す る 電 源 回 路 と を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、 上 記 制 御
回 路 か ら の 上 記 信 号 の 変 化 量 を 算 出 す る ス テ ッ プ （ ａ ） と 、 上 記 変 化 量 に 基 づ い て 、 上 記
電 源 回 路 か ら 上 記 駆 動 回 路 に 電 源 を 供 給 す る ス テ ッ プ （ ｂ ） と を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 表 示 部 の 画 像 の 変 化 に よ っ て 電 源 回 路 が 供 給 す る 電 源 の 大 き さ を 変 化 さ せ
る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 常 に 一 定 の 値 の 電 源 を 供 給 し て い た 従 来 と 比 較 し て 、 表 示
部 の 画 像 の 質 を 低 下 さ せ る こ と な く 消 費 電 力 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） で は 、 上 記 変 化 量 の 大 小 に よ っ て 、 上 記 駆 動 回 路 に 供 給 す る 電 流 の
量 の 大 小 を 調 整 し て も よ い 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 表 示 部 に は 複 数 の 画 素 が 設 け ら れ て お り 、 上 記 ス テ ッ プ （ ａ ） で は 、 上 記 複 数 の 画
素 の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 上 記 信 号 の 上 記 変 化 量 を 算 出 し 、 上 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） で は 、 上 記
変 化 量 に 比 例 す る 量 の 電 流 を 上 記 駆 動 回 路 に 供 給 し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 複 数 の 画 素
の そ れ ぞ れ に お い て 、 画 像 が 変 化 す る 時 間 を 均 一 に す る こ と が で き る の で 、 表 示 を よ り 安
定 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 で は 、 画 面 表 示 の 安 定 性 を 低 下 さ せ る こ と な く 、 消 費 電 力 の 少 な い 液 晶 表 示 装 置
を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 　 （ 第 １ の 実 施 形 態 ）
　 以 下 に 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 液 晶 駆 動 装 置 と そ の 制 御 方 法 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し
な が ら 説 明 す る 。 図 １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 液 晶 駆 動 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 駆 動 装 置 は 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 （
図 示 せ ず ） を 有 す る 液 晶 パ ネ ル １ １ と 、 液 晶 パ ネ ル １ １ に 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 各 画
素 の 階 調 を 制 御 す る ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ と 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ に 電 流 を 供 給 す る こ と に
よ り ソ ー ス ド ラ イ バ を 駆 動 す る Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ３ と 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ に 階 調 を 制 御
す る 信 号 を 供 給 す る コ ン ト ロ ー ラ １ ４ と 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ４ か ら の 信 号 の 変 化 量 を 算 出 す
る 変 化 量 算 出 部 １ ５ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 液 晶 パ ネ ル １ １ で は 、 図 示 は 省 略 し て い る が 、 対 向 す る ２ 枚 の 電 極 の 間 に 液 晶 が 挟 ま れ
て い る 。 ２ 枚 の 電 極 の う ち の い ず れ か 一 方 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ （ Thin-Film-Transistor） に 接 続 さ
れ て い る 。 Ｔ Ｆ Ｔ の ソ ー ス に は 、 画 素 ご と に 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ か ら の 電 圧 が 印 加 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ に は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ４ か ら の 信 号 と 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ３ か ら の
電 流 と が 供 給 さ れ る 。 コ ン ト ロ ー ラ １ ４ か ら の 信 号 に は 、 各 画 素 ご と の 階 調 が 示 さ れ て い
る 。 こ の と き 、 例 え ば 、 あ る 画 素 で 白 が 表 示 さ れ る 場 合 に は 、 そ の 画 素 に 対 応 す る 信 号 の
階 調 表 示 ビ ッ ト は 「 Ａ ｌ ｌ 　 Ｌ ｏ ｗ 」 で あ り 、 他 の 画 素 で 黒 が 表 示 さ れ る 場 合 に は 、 そ の
画 素 に 対 応 す る 信 号 の 階 調 表 示 ビ ッ ト が 「 Ａ ｌ ｌ 　 Ｈ ｉ ｇ ｈ 」 で あ る 。 ソ ー ス ド ラ イ バ １
２ は 、 こ れ ら の 信 号 を 電 圧 に 変 換 し て 液 晶 パ ネ ル １ １ に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ １ ４ に は 、 外 部 か ら 画 像 デ ー タ の 信 号 が 入 力 す る 。 コ ン ト ロ ー ラ １ ４ は そ
の 信 号 を デ コ ー ダ し 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ の 各 画 素 が ど の よ う な タ イ ミ ン グ で ど の 階 調 を
表 示 す る か を 指 示 す る 信 号 を ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 変 化 量 算 出 部 １ ５ で は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ４ か ら ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ に 供 給 す る 信 号 の 変
化 量 を 算 出 す る 。 つ ま り 、 ｔ フ レ ー ム 目 （ ｔ ＝ １ , ２ , ３ ・ ・ ・ ） の 信 号 Ｘ Ｎ （ ｔ ） が コ
ン ト ロ ー ラ １ ４ か ら 出 力 さ れ る と 、 あ ら か じ め 保 持 し て お い た （ ｔ － １ ） フ レ ー ム 目 の 信
号 Ｘ Ｎ （ ｔ － １ ） と ｔ フ レ ー ム 目 の 信 号 Ｘ Ｎ （ ｔ ） と を 比 較 し 、 ビ ッ ト 数 の 変 化 量 を 算 出
す る 。 こ の 変 化 量 を 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ３ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ３ は 、 変 化 量 算 出 部 １ ５ か ら の 信 号 を 受 け て 、 液 晶 パ ネ ル １ １ の 表 示
が （ ｔ － １ ） フ レ ー ム か ら ｔ フ レ ー ム に 変 化 す る の に 必 要 な 電 流 を 決 定 し 、 ソ ー ス ド ラ イ
バ １ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 次 に 、 本 実 施 形 態 に お け る 液 晶 駆 動 装 置 の 制 御 方 法 に つ い て 、 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し
な が ら 説 明 す る 。 図 ２ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 、 画 像 パ タ ー ン に 基 づ い て 、 液 晶 パ ネ
ル に 画 像 が 表 示 さ れ る ス テ ッ プ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 制 御 方 法 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ま ず ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ で 、 コ ン ト ロ ー ラ
１ ４ か ら 、 ビ ッ ト 数 が Ｎ ｂ ｉ ｔ の 、 ｔ フ レ ー ム 目 の 信 号 Ｘ Ｎ （ ｔ ） が 発 信 さ れ る 。 こ の 信
号 Ｘ Ｎ （ ｔ ） は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ４ に お い て 、 画 像 デ ー タ を デ コ ー ダ す る こ と に よ り 生 成
さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 信 号 Ｘ Ｎ （ ｔ ） は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ と 変 化 量 算 出 部 １ ５ と に 出 力 さ れ る 。 信 号 Ｘ Ｎ
（ ｔ ） が ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ に 到 達 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ａ に お い て 、 各 画 素 の 階 調 電
圧 が 決 定 さ れ る 。 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ａ で 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ に お い て 、 各 画 素 ご
と に 、 液 晶 パ ネ ル の 階 調 を 変 化 さ せ る の に 必 要 な 能 力 が 決 定 さ れ る 。 つ ま り 、 液 晶 パ ネ ル
１ １ の 表 示 を （ ｔ － １ ） フ レ ー ム 目 の 階 調 か ら ｔ フ レ ー ム の 階 調 に 変 化 さ せ る た め に 、 ソ
ー ス ド ラ イ バ １ ２ が 液 晶 パ ネ ル １ １ に 新 た に 印 加 す る 必 要 の あ る 電 圧 が 決 定 さ れ る 。 な お
、 液 晶 パ ネ ル １ １ の う ち に は 、 階 調 が 変 化 し な い 画 素 が 含 ま れ る 場 合 も あ る 。 こ の 場 合 に
は 、 そ の 画 素 の 電 極 間 に 同 じ 量 の 電 荷 を 保 持 す る こ と が で き る だ け の 電 圧 を 印 加 す れ ば よ
い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 一 方 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ４ か ら 発 せ ら れ た 信 号 Ｘ Ｎ （ ｔ ） が 変 化 量 算 出 部 １ ５ に 到 達 す る
と 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ｂ に お い て 、 信 号 Ｘ Ｎ （ ｔ ） と １ フ レ ー ム 前 の 信 号 Ｘ Ｎ （ ｔ － １ ） と
が 比 較 さ れ 、 変 化 量 が 算 出 さ れ る 。 信 号 Ｘ Ｎ （ ｔ － １ ） は 、 変 化 量 算 出 部 １ ５ に お い て あ
ら か じ め バ ッ フ ァ （ 図 示 せ ず ） に 保 存 さ れ て い た も の で あ る 。 こ の と き 、 （ ｔ ＋ １ ） フ レ
ー ム 目 の 信 号 Ｘ Ｎ （ ｔ ＋ １ ） が 出 力 さ れ た と き の 比 較 の た め に 、 信 号 Ｘ Ｎ （ ｔ ） を バ ッ フ
ァ に 保 存 し て お く 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ｂ で 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ３ に お い て 、 信 号 の 変 化 量 に 基 づ い て
、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ を 駆 動 す る の に 必 要 な Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ３ の 能 力 が 決 定 さ れ る 。 具
体 的 に い う と 、 液 晶 パ ネ ル の 階 調 を （ ｔ － １ ） フ レ ー ム 目 か ら ｔ フ レ ー ム 目 に 変 化 さ せ る
た め に ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ に 供 給 す る 必 要 の あ る 電 流 の 値 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ で 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ３ 内 の オ ペ ア ン プ １ ４ を 制 御 す る こ と に よ
り 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ に 電 流 を 供 給 す る 。 こ の と き に 供 給 す る 電 流 に は 、 ソ ー ス ド ラ イ
バ １ ２ の 充 放 電 に 必 要 な 量 だ け で な く 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ を 定 常 状 態 に 保 つ た め の 量 も
含 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ５ に お い て ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ が 動 作 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ に お い て 、 液 晶 パ ネ ル １ １ に ｔ フ レ ー ム 目 の 画 面 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 下 に 、 本 実 施 形 態 で 得 ら れ る 効 果 に つ い て 、 従 来 と 比 較 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 従 来 で は 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 か ら ソ ー ス ド ラ イ バ に は 、 大 電 流 Ｉ ｍ ａ ｘ が 一 定 の 量 で 供 給
さ れ て い た 。 こ こ で 、 大 電 流 Ｉ ｍ ａ ｘ と は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ を 最 大 出 力 で 駆 動 す る の に 必
要 な 量 の 電 流 を い う 。 つ ま り 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 は 、 全 て の 画 素 に お い て 階 調 が 大 き く 変 化
す る よ う な 場 合 に も 対 応 で き る 量 の 電 流 を 、 常 に ソ ー ス ド ラ イ バ に 供 給 し て い た 。 従 来 で
は 、 こ の よ う な 大 電 流 Ｉ ｍ ａ ｘ は 、 液 晶 パ ネ ル の 画 像 を 安 定 さ せ る た め に 必 要 で あ る と 考
え ら れ て い た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 そ れ に 対 し 、 本 実 施 形 態 で は 、 変 化 量 算 出 部 １ ５ に お い て 、 フ レ ー ム ご と の 階 調 の 変 化
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量 を 算 出 す る 。 そ し て 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ３ で は 、 そ の 変 化 量 に 応 じ た 量 の 電 流 を ソ ー ス
ド ラ イ バ １ ２ に 供 給 す る 。 こ れ に よ り 、 画 面 パ タ ー ン の 変 化 が 小 さ い 場 合 に は 、 Ｄ Ｃ － Ｄ
Ｃ 電 源 １ ３ の オ ペ ア ン プ １ ４ や ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ の オ ペ ア ン プ （ 図 示 せ ず ） の 消 費 電 力
を 低 減 で き る 。 一 方 、 画 像 パ タ ー ン の 変 化 が 大 き い 場 合 に も 、 十 分 な 量 の 電 流 を ソ ー ス ド
ラ イ バ １ ２ に 供 給 す る こ と が で き る よ う に な る 。 つ ま り 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ で は 、 常 に
必 要 な 値 の 電 圧 を 液 晶 パ ネ ル １ １ に 印 加 す る こ と が で き る 。 以 上 の こ と か ら 、 本 実 施 形 態
で は 、 画 質 を 低 下 さ せ る こ と な く 、 消 費 電 力 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 の よ う に 信 号 の 変 化 量 を 算 出 す る 方 法 は 、 以 下 の よ う な 方 法 に 応 用 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 液 晶 パ ネ ル １ １ に お い て 、 フ レ ー ム が 変 化 す る と き に か か る 時 間 は 、 下 記 （ １ ） 式 に 示
す よ う に 、 液 晶 パ ネ ル １ １ の ２ 枚 の 電 極 の 間 に 蓄 積 す る 容 量 を 、 供 給 さ れ る 電 流 で 割 っ た
値 と な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ｔ ＝ Ｑ ／ Ｉ 　 　 　 ・ ・ ・ （ １ ） 式
　 （ ｔ ： 時 間  , Ｑ ： 電 荷 , Ｉ ： 電 流 ）
　 フ レ ー ム が 変 化 す る と き に 、 階 調 の 変 化 量 が 大 き い 画 素 で は 電 荷 の 変 化 も 大 き く 、 階 調
の 変 化 量 が 小 さ い 画 素 で は 電 荷 の 変 化 も 小 さ い 。 そ の た め 、 従 来 の よ う に Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源
か ら 一 定 の 電 流 を ソ ー ス ド ラ イ バ に 供 給 し た 場 合 に は 、 階 調 の 変 化 量 が 大 き い ほ ど 、 フ レ
ー ム が 変 化 す る の に 長 い 時 間 が か か っ て し ま う 。 画 素 に よ っ て 時 間 が 異 な る と 、 均 一 な 画
質 が 得 ら れ な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の よ う な 不 具 合 へ の 対 策 と し て 、 階 調 を 制 御 す る 信 号 の 変 化 量 を 監 視 し て 、 フ レ ー ム
の 変 化 に か か る 時 間 の 差 が 少 な く な る よ う に 電 流 の 量 を 調 整 す る 方 法 を と る こ と が で き る
。 具 体 的 に は 、 各 画 素 に 、 階 調 の 変 化 量 に 比 例 す る 量 の 電 流 を 供 給 す る 。 こ の 方 法 に よ る
と 、 各 画 素 に お け る フ レ ー ム の 変 化 時 間 を 一 定 に す る こ と が で き る の で 、 液 晶 パ ネ ル の 表
示 を よ り 安 定 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 従 来 と 比 較 し て 、 消 費 電 力 を 削 減 す る こ と も で
き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 は 、 Ａ 級 、 Ｂ 級 お よ び Ａ Ｂ 級 の い ず れ の オ ペ ア ン プ を 用 い た 場 合 に も
適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
　 以 下 に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 液 晶 駆 動 装 置 と そ の 動 作 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が
ら 説 明 す る 。 図 ３ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 液 晶 駆 動 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ り 、
図 ４ は 、 図 ３ に 示 す 液 晶 駆 動 装 置 の う ち Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 内 の 構 成 を 詳 細 に 示 す 回 路 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 駆 動 装 置 は 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 （
図 示 せ ず ） を 有 す る 液 晶 パ ネ ル １ １ と 、 液 晶 パ ネ ル １ １ の 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 各 画
素 の 階 調 を 制 御 す る ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ と 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ２ に 電 流 を 供 給 す る こ と に
よ り ソ ー ス ド ラ イ バ を 駆 動 す る Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ３ は 、 演 算 増 幅 器 ２ １ と 、 演 算 増 幅 器 ２ １ の 出 力
に 接 続 さ れ 、 １ 段 か ら ｎ 段 ま で の Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ （ １ ） ～ ２ ２ （ ｎ ） お よ び Ｎ
Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ３ （ １ ） ～ ２ ３ （ ｎ ） が 並 列 に 配 置 す る 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 ２ ４ と
、 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 ２ ４ に お け る 各 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ （ １ ） ～ ２ ２ （ ｎ ） の ゲ
ー ト と 接 続 さ れ る ｎ 段 の Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ （ １ ） ～ ２ ６ （ ｎ ） を 有 す る Ｉ － Ｖ 変
換 回 路 ２ ５ と を 備 え て い る 。
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【 ０ ０ ６ ３ 】
　 演 算 増 幅 器 ２ １ は 、 オ ペ ア ン プ （ 図 示 せ ず ） を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 ２ ４ で は 、 ｎ 段 の Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ （ １ ） ～ ２ ２ （ ｎ ） の
ゲ ー ト 電 極 と Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ３ （ １ ） ～ ２ ３ （ ｎ ） の ゲ ー ト 電 極 と が 、 そ れ ぞ れ
演 算 増 幅 器 ２ １ の 出 力 と 接 続 さ れ て い る 。 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ （ １ ） ～ ２ ２ （ ｎ ）
の ソ ー ス 電 極 は 電 源 線 Ｖ Ｃ Ｃ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 は 、 同 じ 段 数 に お け る Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト
ラ ン ジ ス タ ２ ３ （ １ ） ～ ２ ３ （ ｎ ） の ド レ イ ン 電 極 に 接 続 さ れ て い る 。 Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ
ス タ ２ ３ （ １ ） ～ ２ ３ （ ｎ ） の ソ ー ス 電 極 は 、 接 地 線 Ｖ Ｓ Ｓ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 と こ ろ で 、 下 記 の （ ２ ） 式 に 示 す よ う に 、 ト ラ ン ジ ス タ サ イ ズ Ｗ と 、 ソ ー ス ・ ド レ イ ン
間 に 流 れ る 電 流 Ｉ D S  と は 比 例 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 Ｉ D S  ＝ （ １ ／ ２ ） μ Ｃ O X （ Ｗ ／ Ｌ ） （ Ｖ G S － Ｖ T ）

2       ・ ・ ・ （ ２ ） 式
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ μ ： キ ャ リ ア の 移 動 度
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｃ O X ： ゲ ー ト 酸 化 膜 容 量
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｗ ： ト ラ ン ジ ス タ サ イ ズ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｌ ： ゲ ー ト 長
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｖ G S ： ゲ ー ト － ソ ー ス 間 電 圧
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｖ T ： し き い 値 電 圧 ）
　 そ の た め 、 １ 段 か ら ｎ 段 の ト ラ ン ジ ス タ の サ イ ズ 比 を 、 １ ： ２ ： ・ ・ ・ ・ ： ｎ と す る こ
と に よ り 、 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 ２ ４ の １ 段 か ら ｎ 段 に お い て 流 れ る 電 流 の 比 も 、 １ ： ２ ：
・ ・ ・ ・ ： ｎ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 ２ ５ は 、 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 ２ ４ に お け る 各 段 の ト ラ ン ジ ス タ の Ｏ Ｎ 、
Ｏ Ｆ Ｆ を 制 御 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 ２ ５ は 、 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
２ ２ （ １ ） ～ ２ ２ （ ｎ ） と 同 じ サ イ ズ を 有 す る Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ （ １ ） ～ ２ ６ （
ｎ ） と 、 一 端 が Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ （ １ ） ～ ２ ６ （ ｎ ） の ド レ イ ン に 接 続 さ れ 、 他
端 が 接 地 線 Ｖ Ｓ Ｓ に 接 続 さ れ た 抵 抗 ２ ７ （ １ ） ～ ２ ７ （ ｎ ） と 、 ２ つ の イ ン バ ー タ が 直 列
に 接 続 さ れ る イ ン バ ー タ 部 ２ ８ （ １ ） ～ ２ ８ （ ｎ ） と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ （ １ ） ～ ２ ６ （ ｎ ） の ゲ ー ト は 、 同 じ 段 数 に お け る Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ
ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ （ １ ） ～ ２ ２ （ ｎ ） の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 。 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
２ ６ （ １ ） ～ ２ ６ （ ｎ ） と Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ （ １ ） ～ ２ ２ （ ｎ ） と は 、 そ れ ぞ れ
の 段 数 に お い て カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 と な っ て い る 。 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ （ １ ） ～ ２
６ （ ｎ ） の ソ ー ス は 電 源 線 Ｖ Ｃ Ｃ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン は 抵 抗 ２ ７ （ １ ） ～ ２ ７ （ ｎ ） と
イ ン バ ー タ 部 ２ ８ （ １ ） ～ ２ ８ （ ｎ ） の 入 力 と に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 抵 抗 ２ ７ （ １ ） ～ ２ ７ （ ｎ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 Ｖ Ｃ Ｃ ／ （ Ｉ ／ Ｎ ） , Ｖ Ｃ Ｃ ／ （ ２ Ｉ ／ Ｎ
） ・ ・ ・ Ｖ Ｃ Ｃ ／ （ ｎ Ｉ ／ Ｎ )の 値 の 抵 抗 値 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 イ ン バ ー タ 部 ２ ８ （ １ ） ～ ２ ８ （ ｎ ） で は 、 １ つ 目 の イ ン バ ー タ ２ ９ （ １ ） ～ ２ ９ （ ｎ
） と ２ つ 目 の イ ン バ ー タ ３ ０ （ １ ） ～ ３ ０ （ ｎ ） と が 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。 イ ン バ ー タ
部 ２ ８ （ １ ） ～ ２ ８ （ ｎ ） で は 、 入 力 が 、 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ （ １ ） ～ ２ ６ （ ｎ ）
の ド レ イ ン 電 極 と 抵 抗 ２ ７ （ １ ） ～ ２ ７ （ ｎ ） と の 間 に 接 続 さ れ て い る 。 １ つ 目 の イ ン バ
ー タ ２ ９ （ １ ） ～ ２ ９ （ ｎ ） の 出 力 は ス イ ッ チ ３ ２ （ １ ） ～ ３ ２ （ ｎ ） に 接 続 さ れ 、 ２ つ
目 の イ ン バ ー タ ３ ０ （ １ ） ～ ３ ０ （ ｎ ） の 出 力 は ス イ ッ チ ３ １ （ １ ） ～ ３ １ （ ｎ ） に 接 続
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 駆 動 装 置 の 動 作 に つ い て 、 図 ４ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ７ ２ 】
　 演 算 増 幅 器 ２ １ か ら の 電 流 は 、 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 ２ ４ と Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 ２ ５ と に お い
て 、 １ 段 目 か ら ｎ 段 目 に 順 に 流 れ て い く 。 こ の と き 、 Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 ２ ５ は 、 電 流 の 量 に
応 じ て １ 段 目 か ら ｎ 段 目 ま で の う ち ど の 段 数 ま で 電 流 が 流 れ る か を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 具 体 的 に い う と 、 １ 段 か ら ｎ 段 ま で に お け る あ る 段 数 （ 段 数 ａ と す る ） の Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ
ン ジ ス タ ２ ２ （ ａ ） と Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ３ （ ａ ） と に 電 流 が 流 れ る と 、 同 時 に 、 Ｉ
－ Ｖ 変 換 回 路 ２ ５ の 段 数 ａ に お け る Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ （ ａ ） に も 電 流 が 流 れ 込 む
。 こ の と き 、 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ （ ａ ） と Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ （ ａ ） と の ト
ラ ン ジ ス タ サ イ ズ は 同 じ で あ り 、 こ れ ら は カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で あ る の で 、 ２ つ の ト ラ ン
ジ ス タ に は 同 じ 量 の 電 流 が 流 れ る 。 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ （ ａ ） に 流 れ た 電 流 は 、 イ
ン バ ー タ 部 ２ ８ （ ａ ） の 入 力 部 に 達 す る 。 こ の と き の 電 流 量 が 多 い 場 合 に は 、 イ ン バ ー タ
部 ２ ８ （ ａ ） に お け る １ つ め の イ ン バ ー タ ２ ９ （ ａ ） へ の 入 力 信 号 は Ｈ ｉ ｇ ｈ と な り 、 出
力 信 号 は Ｌ ｏ ｗ と な る 。 ２ つ 目 の イ ン バ ー タ ３ ０ （ ａ ） の 出 力 信 号 は Ｈ ｉ ｇ ｈ と な る 。 １
つ 目 の イ ン バ ー タ ２ ９ （ ａ ） の Ｌ ｏ ｗ の 出 力 は 、 ス イ ッ チ ３ ２ （ ａ ） を Ｏ Ｆ Ｆ に し 、 ２ つ
目 の イ ン バ ー タ ３ ０ （ ａ ） の Ｈ ｉ ｇ ｈ の 出 力 は 、 ス イ ッ チ ３ １ （ ａ ） を Ｏ Ｎ の 状 態 に 保 つ
の で 、 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ （ ａ ） お よ び Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ３ （ ａ ） に は 電 流
が 流 れ 続 け る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 一 方 、 段 数 ａ に お い て 、 イ ン バ ー タ 部 ２ ８ に 流 れ こ む 電 流 の 量 が 少 な い 場 合 に は 、 １ つ
目 の イ ン バ ー タ ２ ９ （ ａ ） へ の 入 力 信 号 は Ｌ ｏ ｗ と な り 、 出 力 信 号 は Ｈ ｉ ｇ ｈ と な る 。 ２
つ 目 の イ ン バ ー タ ３ ０ （ ａ ） の 出 力 信 号 は Ｌ ｏ ｗ と な る 。 １ つ 目 の イ ン バ ー タ ２ ９ （ ａ ）
の Ｈ ｉ ｇ ｈ の 出 力 は 、 ス イ ッ チ ３ ２ （ ａ ） を Ｏ Ｎ に し 、 ２ つ 目 の イ ン バ ー タ ３ ０ （ ａ ） の
Ｌ ｏ ｗ の 出 力 は 、 ス イ ッ チ ３ １ （ ａ ） を Ｏ Ｆ Ｆ に す る の で 、 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ （
ａ ） お よ び Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ３ （ ａ ） に 電 流 は 流 れ な い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 以 下 に 、 本 実 施 形 態 で 得 ら れ る 効 果 に つ い て 、 従 来 と 比 較 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 従 来 か ら 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 の 出 力 部 に は 、 大 き な 電 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る ト ラ ン
ジ ス タ （ 出 力 ト ラ ン ジ ス タ ） が 設 け ら れ て い た 。 そ し て 、 必 要 な 電 流 の 値 に か か わ ら ず 、
常 に そ の ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 さ せ て い た 。 ト ラ ン ジ ス タ が 複 数 設 け ら れ て い る 場 合 に は 、
全 て の ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 さ せ て い た 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 そ れ に 対 し 、 本 実 施 形 態 で は 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 の 出 力 部 に 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 ２ ４ お よ
び Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 ２ ５ （ １ ） ～ ２ ５ （ ｎ ） を 設 け 、 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 ２ ４ に お け る 各 段
の ト ラ ン ジ ス タ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ を 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 ソ ー ス ド ラ イ バ に 供 給 す る 電 流
の 量 を 最 適 な 値 に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ こ で 、 ソ ー ス ド ラ イ バ に 供 給 す る 電 流 Ｉ S  は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ 自 体 が 消 費 す る 電 流 と
、 液 晶 パ ネ ル の 充 放 電 に 必 要 な 電 流 と の 和 で あ る 。 電 流 Ｉ S  は 、 液 晶 パ ネ ル の 充 放 電 が あ
る と き に は （ ３ ） 式 、 な い と き に は （ ４ ） 式 に 示 す 分 だ け 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 Ｉ S  ＝ Ｉ S O ＋ Ｉ P A   　 　 ・ ・ ・ （ ３ ） 式
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ Ｉ S  ： ソ ー ス ド ラ イ バ に 供 給 す る 必 要 の あ る 電 流
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｉ S O  ： ソ ー ス ド ラ イ バ の 静 止 電 流
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｉ P A  ： パ ネ ル の 充 放 電 電 流 ）
   Ｉ S  ＝ Ｉ S O          　 ・ ・ ・ （ ４ ） 式
　 こ こ で 、 パ ネ ル の 充 放 電 電 流 Ｉ P A は 、 下 記 の （ ５ ） 式 で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 Ｉ P A  ＝ Ｃ S O × ｜ Ｖ （ ｔ ） － Ｖ （ ｔ － １ ） ｜ ／ Ｔ 　 　 　 ・ ・ ・ （ ５ ） 式
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ Ｃ S O ： ソ ー ス 線 の 負 荷 容 量
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｖ （ ｔ ） ： ｔ フ レ ー ム 目 の 出 力 電 圧
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｔ ： 収 束 時 間 ）
　 例 え ば 、 Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル で は 、 パ ネ ル の 充 放 電 電 流 Ｉ P A の 最 大 値 は ３ ～ ４ ｍ Ａ 程 度 で あ る
。 一 方 、 ソ ー ス ド ラ イ バ の 静 止 電 流 Ｉ S O は １ ｍ Ａ 以 下 で あ る 。 つ ま り 、 パ ネ ル の 充 放 電 の
有 無 に よ っ て 、 ソ ー ス ド ラ イ バ に 必 要 な 電 流 Ｉ S  の 量 は 大 き く 異 な る こ と が 分 か る 。 ま た
、 パ ネ ル の 充 放 電 が あ る 場 合 に も 、 パ ネ ル の 表 示 の 変 化 の 大 小 に よ っ て 、 必 要 な 充 放 電 電
流 Ｉ P A の 値 も 逐 次 変 化 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 そ の た め 、 本 実 施 形 態 の よ う に 、 フ レ ー ム が 変 化 す る た び に 電 流 の 量 を 調 整 す る こ と が
で き る と 、 大 幅 な 消 費 電 力 の 削 減 が 可 能 と な る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 同 じ 種 類 の 電 流
源 （ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ） か ら ソ ー ス ド ラ イ バ に 電 流 を 供 給 す る の で 、 安 定 し た 画 像 を 得
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 な お 、 上 述 の 説 明 で は 、 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 ２ ４ お よ び Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 ２ ５ の ト ラ ン ジ
ス タ が Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ で あ る 場 合 に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 で は 、 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の
代 わ り に バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ を 用 い て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 ２
４ が １ 段 か ら ｎ 段 ま で の 段 で 構 成 さ れ て い る と す る と 、 エ ミ ッ タ 面 積 が 全 体 の １ ／ ｎ の バ
イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ を ｎ 個 設 け る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 具 体 的 に い う と 、 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ （ １ ） ～ ２ ２ （ ｎ ） の か わ り と し て 、 ｐ ｎ
ｐ バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ を 設 け る 。 ｐ ｎ ｐ バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス は 演 算 増 幅
器 ２ １ の 出 力 に 接 続 さ れ 、 エ ミ ッ タ は 電 源 線 Ｖ Ｃ Ｃ に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ
ト ラ ン ジ ス タ ２ ３ （ １ ） ～ ２ ３ （ ｎ ） の か わ り と し て 、 ｎ ｐ ｎ バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ を
設 け る 。 ｎ ｐ ｎ バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス は 演 算 増 幅 器 ２ １ の 出 力 に 接 続 さ れ 、 コ
レ ク タ は ｐ ｎ ｐ バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の コ レ ク タ に 接 続 さ れ 、 エ ミ ッ タ は 接 地 線 Ｖ Ｓ Ｓ
に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 ２ ５ の Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ （ １ ） ～ ２ ６ （ ｎ ） の か わ り と し て 、
ｐ ｎ ｐ バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ を 設 け る 。 ｐ ｎ ｐ バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス を 、 出
力 ト ラ ン ジ ス タ 部 ２ ４ に お け る ｐ ｎ ｐ バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス と 接 続 す る 。 Ｉ －
Ｖ 変 換 回 路 ２ ５ に お け る ｐ ｎ ｐ バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ と 、 出 力 ト ラ ン ジ ス タ
部 に お け る ｐ ｎ ｐ バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ と を 、 同 じ サ イ ズ に 設 定 す る 。 つ ま
り 、 こ れ ら の ト ラ ン ジ ス タ に よ っ て カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 そ し て 、 １ 段 目 の バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス に は Ｉ S  ／ ｎ の 論 理 信 号 を 供 給 し 、
ｎ 段 目 の バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス に は （ ｎ ／ Ｎ ） Ｉ S  （ ＝ Ｉ S  ） の 論 理 信 号 を 供
供 給 す る 。 こ の よ う に バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ を 用 い た 場 合 に も 、 Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ を
用 い た 場 合 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 は 、 Ａ 級 、 Ｂ 級 お よ び Ａ Ｂ 級 の い ず れ の オ ペ ア ン プ を 用 い た 場 合 に も
適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 　 （ 第 ３ の 実 施 形 態 ）
　 以 下 に 、 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 液 晶 駆 動 装 置 と そ の 動 作 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が
ら 説 明 す る 。 図 ５ は 、 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 液 晶 駆 動 装 置 の う ち Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 内 の 構
成 を 詳 細 に 示 す 回 路 図 で あ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 の 構 成 の う ち で 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 の
構 成 に つ い て は 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 は 、 演 算 増 幅 器 ２ １ と 、 １ 段 か ら ｎ －
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１ 段 ま で の Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ （ １ ） ～ ２ ２ （ ｎ － １ ） お よ び Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス
タ ２ ３ （ １ ） ～ ２ ３ （ ｎ － １ ） が 並 列 に 配 置 す る 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 ２ ４ と 、 ｎ 個 の Ｐ Ｍ
Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ （ １ ） ～ ２ ６ （ ｎ ） を 有 す る Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 ２ ５ と を 備 え て い る 。
そ し て 、 第 ２ の 実 施 形 態 と 異 な る の は 、 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 ２ ４ に お け る ｎ 段 目 に 、 Ｐ Ｍ
Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ （ ｎ ） お よ び Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ３ （ ｎ ） （ 図 ４ に 示 す ） の 代
わ り に 電 流 源 ３ ３ が 設 け ら れ て い る 点 で あ る 。 電 流 源 ３ ３ は 、 ス イ ッ チ ３ ４ を 介 し て 、 Ｐ
Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ （ ｎ ） の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 駆 動 装 置 の 動 作 に つ い て 、 図 ５ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 ２ ４ と Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 ２ ５ と に お い て 、 演 算 増 幅 器 ２ １ か ら の 電 流
は １ 段 目 か ら ｎ － １ 段 目 に 順 に 流 れ て い く 。 こ の と き 、 Ｉ － Ｖ 変 換 回 路 ２ ５ は 、 電 流 の 量
に 応 じ て １ 段 目 か ら ｎ 段 目 ま で の う ち ど の 段 数 ま で 電 流 が 流 れ る か を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 こ こ で 、 １ 段 か ら ｎ － １ 段 ま で で は 、 あ る 段 数 （ 段 数 ａ と す る ） の Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス
タ ２ ２ （ ａ ） と Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ３ （ ａ ） と に 電 流 が 流 れ る と 、 同 時 に 、 Ｉ － Ｖ 変
換 回 路 ２ ５ に お け る 段 数 （ ａ ） の Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ （ ａ ） に も 電 流 が 流 れ 込 む 。
こ の と き 、 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ （ ａ ） と Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ （ ａ ） と の ト ラ
ン ジ ス タ サ イ ズ は 同 じ で あ る の で 、 ２ つ の ト ラ ン ジ ス タ に は 同 じ 量 の 電 流 が 流 れ て 、 イ ン
バ ー タ 部 ２ ８ （ ａ ） の 入 力 部 に 達 す る 。 こ の と き の 電 流 量 が 多 い 場 合 に は 、 イ ン バ ー タ 部
２ ８ （ ａ ） に お け る １ つ め の イ ン バ ー タ ２ ９ （ ａ ） へ の 入 力 信 号 は Ｈ ｉ ｇ ｈ と な り 、 出 力
信 号 は Ｌ ｏ ｗ と な る 。 ２ つ 目 の イ ン バ ー タ ３ ０ （ ａ ） の 出 力 信 号 は Ｈ ｉ ｇ ｈ と な る 。 １ つ
目 の イ ン バ ー タ ２ ９ （ ａ ） の Ｌ ｏ ｗ の 出 力 は 、 ス イ ッ チ ３ ２ （ ａ ） を Ｏ Ｆ Ｆ に し 、 ２ つ 目
の イ ン バ ー タ ３ ０ （ ａ ） の Ｈ ｉ ｇ ｈ の 出 力 は 、 ス イ ッ チ ３ １ （ ａ ） を Ｏ Ｎ の 状 態 に 保 つ の
で 、 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ （ ａ ） お よ び Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ３ （ ａ ） に は 電 流 が
流 れ 続 け る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 一 方 、 段 数 ａ に お い て 、 イ ン バ ー タ 部 ２ ８ に 流 れ こ む 電 流 の 量 が 少 な い 場 合 に は 、 １ つ
目 の イ ン バ ー タ ２ ９ （ ａ ） へ の 入 力 信 号 は Ｌ ｏ ｗ と な り 、 出 力 信 号 は Ｈ ｉ ｇ ｈ と な る 。 ２
つ 目 の イ ン バ ー タ ３ ０ （ ａ ） の 出 力 信 号 は Ｌ ｏ ｗ と な る 。 １ つ 目 の イ ン バ ー タ ２ ９ （ ａ ）
の Ｈ ｉ ｇ ｈ の 出 力 は 、 ス イ ッ チ ３ ２ （ ａ ） を Ｏ Ｎ に し 、 ２ つ 目 の イ ン バ ー タ ３ ０ （ ａ ） の
Ｌ ｏ ｗ の 出 力 は 、 ス イ ッ チ ３ １ （ ａ ） を Ｏ Ｆ Ｆ に す る の で 、 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ （
ａ ） お よ び Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ３ （ ａ ） に 電 流 は 流 れ な い 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 ２ ４ に お け る ｎ 段 目 で は 、 イ ン バ ー タ ２ ９ （ ｎ ） の 出 力 が Ｈ ｉ ｇ ｈ
に な る と 、 ス イ ッ チ ３ ４ が Ｏ Ｎ に な り 、 電 流 源 ３ ３ か ら ソ ー ス ド ラ イ バ （ 図 示 せ ず ） の 方
に 電 流 が 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 １ 段 か ら ｎ － １ 段 ま で の ト ラ ン ジ ス タ で は 十 分 な 電 流
を 得 る こ と が で き な い 場 合 に は 、 電 流 源 ３ ３ が 動 作 し て ソ ー ス ド ラ イ バ に 電 流 が 供 給 さ れ
る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 フ レ ー ム が 変 化 す る た び に 電 流 の 量 を 調 整
す る こ と が で き る の で 、 大 幅 な 消 費 電 力 の 削 減 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 さ ら に 、 電 流 源 ３ ３ が 設 け ら れ て い る こ と に よ り 、 以 下 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 例 え ば 、 第 ２ の 実 施 形 態 の Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 （ 図 ４ に 示 す ） か ら 電 流 を 発 生 さ せ る た め に
は 、 出 力 部 に 設 け ら れ た 大 電 力 の ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 容 量 （ Ｃ O X ） を 充 電 す る 必 要 が あ
る 。 具 体 的 に い う と 、 １ 段 か ら ｎ 段 ま で の Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ （ １ ） ～ ２ ２ （ ｎ ）
お よ び Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ３ （ １ ） ～ ２ ３ （ ｎ ） の ゲ ー ト 容 量 を 充 電 す る 必 要 が あ る
。 こ の ゲ ー ト 容 量 を 充 電 す る た め に は 、 下 記 （ ６ ） 式 に 示 す 時 間 τ が 必 要 と な る 。
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【 ０ ０ ９ ７ 】
　 　 τ ＝ Ｃ Ｒ 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ６ ） 式
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ Ｃ ： 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 近 傍 の 容 量
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｒ ： 時 定 数 ）
　 な お 、 出 力 ト ラ ン ジ ス タ の 近 傍 の 容 量 Ｃ は 、 下 記 （ ７ ） 式 で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 　 Ｃ ＝ Ｃ O X ＋ Ｃ C        ・ ・ ・ （ ７ ） 式
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ Ｃ O X  ： 出 力 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 容 量
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｃ C  ： 電 源 ラ イ ン お よ び 出 力 ト ラ ン ジ ス タ の 寄 生 容 量 ）
　 そ れ に 対 し 、 本 実 施 形 態 の Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 で は 、 ｎ 段 目 に 電 流 源 ３ ３ が 設 け ら れ て い る
。 こ れ に よ り 、 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部 ２ ４ に お い て １ 段 か ら ｎ 段 ま で が 駆 動 す る 場 合 に は 、
電 流 源 ３ ３ か ら 電 流 が 与 え ら れ る 。 電 流 源 ３ ３ か ら の 電 流 は 、 １ 段 目 か ら ｎ － １ 段 目 ま で
の ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 容 量 が 充 電 さ れ る 時 間 を 待 つ こ と な く 放 出 さ れ る 。 こ れ に よ り 、
ソ ー ス ド ラ イ バ に 早 く 電 流 を 供 給 す る こ と が で き る の で 、 液 晶 パ ネ ル に お け る 高 速 動 作 が
可 能 と な る 。 高 速 動 作 が 可 能 に な る の で 、 液 晶 パ ネ ル の 画 像 が 急 激 に 変 化 す る 場 合 に 特 に
有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 は 、 Ａ 級 、 Ｂ 級 お よ び Ａ Ｂ 級 の い ず れ の オ ペ ア ン プ を 用 い た 場 合 に も
適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 　 （ 第 ４ の 実 施 形 態 ）
　 以 下 に 、 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る 液 晶 駆 動 装 置 と そ の 動 作 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が
ら 説 明 す る 。 図 ６ （ ａ ） は 、 第 ４ の 実 施 形 態 の 液 晶 駆 動 装 置 の う ち Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 と そ の
周 辺 の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 内 の オ ペ ア ン プ の 構 成 を 詳 細
に 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 駆 動 装 置 は 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 １ ３ と 、 Ｄ Ｃ
－ Ｄ Ｃ 電 源 １ ３ 内 に 設 け ら れ た オ ペ ア ン プ ４ １ と 並 列 に 設 け ら れ た コ ン パ レ ー タ ４ ４ と を
有 し て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 オ ペ ア ン プ ４ １ の 出 力 は 、 オ ペ ア ン プ ４ １ と 出 力 端 子 ４ ２ と の 間 の 節 点 ４ ３ を 介 し て 負
帰 還 さ れ て い る 。 そ し て 、 オ ペ ア ン プ ４ １ の （ ＋ ） 側 入 力 部 は 、 可 変 抵 抗 ４ ５ を 介 し て 、
コ ン パ レ ー タ ４ ４ の （ － ） 側 入 力 と 接 続 さ れ て い る 。 可 変 抵 抗 ４ ５ の う ち オ ペ ア ン プ ４ １
と 接 続 さ れ て い な い 側 の 端 部 は 接 地 さ れ て い る 。  コ ン パ レ ー タ ４ ４ の （ ＋ ） 側 入 力 は 、
出 力 端 子 ４ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 オ ペ ア ン プ ４ １ 内 に は 、 演 算 増 幅 器 ４ ６ と 、 演 算 増 幅 器 ４ ６
の 出 力 ト ラ ン ジ ス タ で あ る Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ４ ７ お よ び Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ４ ８ と
、 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ４ ７ の ゲ ー ト 電 極 に Ｈ ｉ ｇ ｈ ／ Ｌ ｏ ｗ の 信 号 を 供 給 す る Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ
ト ラ ン ジ ス タ ４ ９ と が 設 け ら れ て い る 。 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ４ ９ の ゲ ー ト 電 極 は 、 コ ン
パ レ ー タ の 出 力 部 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 駆 動 装 置 の 動 作 に つ い て 、 図 ６ （ ａ ） , （ ｂ ） を 参 照 し な が ら
説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 通 常 、 正 の 電 源 を 有 す る 回 路 で は 、 演 算 増 幅 器 ４ ６ か ら の 出 力 電 圧 と し て 所 望 の 値 （ 規
格 値 ） の 下 限 は Ｖ ｘ － α に 設 定 さ れ る 。 こ こ で 、 Ｖ ｘ は 理 論 的 な 所 望 の 出 力 電 圧 で あ り 、
α は 、 駆 動 温 度 や 素 子 ば ら つ き を 考 慮 し て 設 定 さ れ た 値 で あ る 。 オ ペ ア ン プ か ら の 出 力 が
Ｖ ｘ － α 以 上 で あ る と き に は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ （ 図 示 せ ず ） が 正 常 に 動 作 す る こ と が で き
る 。
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【 ０ １ ０ ６ 】
  本 実 施 形 態 で は 、 コ ン パ レ ー タ ４ ４ の （ － ） 側 入 力 に Ｖ ｘ － α が 印 加 さ れ る 。 こ の Ｖ ｘ
－ α の 値 は 、 オ ペ ア ン プ ４ １ の （ ＋ ） 側 入 力 と コ ン パ レ ー タ ４ ４ の （ － ） 側 入 力 と の 間 に
可 変 抵 抗 ４ ５ を 介 在 さ せ て 、 可 変 抵 抗 ４ ５ の 値 を 調 整 す る こ と に よ り 得 ら れ る 。 一 方 、 コ
ン パ レ ー タ ４ ４ の （ ＋ ） 側 入 力 は 出 力 端 子 ４ ２ と 接 続 さ れ て い る の で 、 コ ン パ レ ー タ ４ ４
の （ ＋ ） 側 入 力 に は オ ペ ア ン プ ４ １ の 出 力 電 圧 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 コ ン パ レ ー タ ４ ４ は 、 Ｖ ｘ － α と オ ペ ア ン プ の 出 力 電 圧 と を 比 較 す る 。 そ し て 、 比 較 結
果 の 信 号 Ｓ ｉ ｇ ４ を オ ペ ア ン プ ４ １ に お け る Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ４ ９ に 出 力 す る 。 Ｐ Ｍ
Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ４ ９ は 、 信 号 Ｓ ｉ ｇ ４ に 基 づ い て オ ペ ア ン プ の 動 作 を 制 御 す る 。 つ ま り
、 オ ペ ア ン プ ４ １ の 出 力 電 圧 が Ｖ ｘ － α 以 上 で あ る 場 合 に は オ ペ ア ン プ の 動 作 を 停 止 さ せ
、 オ ペ ア ン プ ４ １ の 出 力 電 圧 が Ｖ ｘ － α 未 満 に な る と オ ペ ア ン プ の 動 作 を 再 開 さ せ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 以 下 に 、 本 実 施 形 態 で 得 ら れ る 効 果 に つ い て 、 従 来 と 比 較 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 従 来 で は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ に ど の 程 度 の 電 流 が 供 給 さ れ て い る か に か か わ ら ず 、 オ ペ ア
ン プ が 常 に 動 作 し て い た 。 そ の た め 、 オ ペ ア ン プ の 自 己 消 費 電 力 が 大 き い も の と な っ て い
た が 、 オ ペ ア ン プ の 動 作 を 停 止 さ せ る と 、 出 力 電 圧 が ド ロ ッ プ し て し ま う と 考 え ら れ て い
た 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 そ れ に 対 し 、 本 実 施 形 態 で は 、 オ ペ ア ン プ ４ １ か ら の 出 力 が 規 格 値 の 範 囲 内 に あ る 場 合
に は 一 時 的 に オ ペ ア ン プ を 停 止 さ せ る こ と に よ り 、 消 費 電 力 を 削 減 す る こ と が で き る 。 ま
た 、 オ ペ ア ン プ ４ １ か ら の 出 力 が 規 格 値 未 満 に な る と 、 再 度 オ ペ ア ン プ を 動 作 さ せ る の で
、 ソ ー ス ド ラ イ バ に 供 給 さ れ る 電 流 が 不 足 す る こ と は な い 。 し た が っ て 、 ソ ー ス ド ラ イ バ
の 動 作 の 特 性 が 低 下 す る こ と な く 、 安 定 し た 画 像 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 な お 、 上 述 の 説 明 で は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ を 駆 動 す る た め の 電 源 を 例 に 用 い て 説 明 し た 。
し か し 、 本 発 明 は 対 向 電 極 や 共 通 電 極 に 用 い る 電 源 な ど の 他 の 電 源 に も 適 用 す る こ と が で
き る 。 そ の 場 合 に も 、 表 示 等 の 特 性 を 劣 化 さ せ る こ と な く 消 費 電 力 を 削 減 す る こ と が で き
る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ま た 、 上 述 の 説 明 で は 、 電 源 が 正 で あ る 場 合 に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 は 負 電
源 に も 適 用 す る こ と が で き る 。 そ の 場 合 に は 、 コ ン パ レ ー タ に お い て 、 規 格 値 の 最 大 値 Ｖ
ｘ ＋ α と 、 オ ペ ア ン プ の 出 力 電 圧 と を 比 較 す る 。 そ し て 、 オ ペ レ ー タ の 出 力 電 圧 が Ｖ ｘ ＋
α 以 下 で あ る 場 合 に は オ ペ ア ン プ を 停 止 さ せ 、 出 力 電 圧 が Ｖ ｘ ＋ α よ り 大 き く な る と オ ペ
ア ン プ を 動 作 さ せ る 。 こ の 場 合 に も 、 表 示 等 の 特 性 を 劣 化 さ せ る こ と な く 消 費 電 力 を 削 減
す る こ と が で き る 。

な お 、 本 実 施 形 態 は 、 Ａ 級 、 Ｂ 級 お よ び Ａ Ｂ 級 の い ず れ の オ ペ ア ン プ を 用 い た 場 合 に も 適
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 　 （ 第 ５ の 実 施 形 態 ）
　 以 下 に 、 第 ５ の 実 施 形 態 に お け る 液 晶 駆 動 装 置 と そ の 動 作 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が
ら 説 明 す る 。 図 ７ （ ａ ） は 、 第 ５ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ り 、
（ ｂ ） は 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す 液 晶 駆 動 装 置 の 動 作 を 示 す タ イ ム チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ タ イ プ の 液 晶 パ ネ ル ５
１ と 、 液 晶 パ ネ ル ５ １ の ゲ ー ト ラ イ ン （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ る Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 電 源 内 蔵 ゲ ー
ト ド ラ イ バ ５ ２ と 、 液 晶 パ ネ ル ５ １ の ソ ー ス ラ イ ン （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ る Ｒ Ａ Ｍ コ ン
ト ロ ー ラ 内 蔵 ソ ー ス ド ラ イ バ ５ ３ と を 備 え て い る 。
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【 ０ １ １ ５ 】
　 液 晶 パ ネ ル ５ １ で は 、 上 部 電 極 ５ ４ , 下 部 電 極 ５ ５ が 互 い に 対 向 し て コ ン デ ン サ を 形 成
し て い る 。 上 部 電 極 ５ ４ は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） ５ ６ の ド レ イ ン に 接 続 さ れ て い
る 。 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ ６ の ソ ー ス に は Ｒ Ａ Ｍ コ ン ト ロ ー ラ 内 蔵 ソ ー ス ド ラ イ バ ５ ３ の ソ
ー ス ド ラ イ バ か ら 電 圧 が 供 給 さ れ 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ ６ の ゲ ー ト に は Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 電 源 内
蔵 ゲ ー ト ド ラ イ バ ５ ２ の ゲ ー ト ド ラ イ バ か ら 電 圧 が 供 給 さ れ る 。 一 方 、 下 部 電 極 ５ ５ に は
、 Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 電 源 内 蔵 ゲ ー ト ド ラ イ バ ５ ２ の Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 か ら 電 圧 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 液 晶 パ ネ ル ５ １ は 、 例 え ば 、 １ ３ ２ の Ｒ Ｇ Ｂ に 接 続 さ れ る ソ ー ス ラ イ ン （ 図 示 せ ず ） と
、 １ ７ ６ 本 の ゲ ー ト ラ イ ン と を 有 し て い る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 な お 、 図 示 は 省 略 す る が 、 Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 電 源 内 に は 、 入 力 電 圧 を 増 幅 す る た め の オ ペ ア ン
プ と 、 オ ペ ア ン プ に 接 続 さ れ た 昇 圧 回 路 と が 設 け ら れ て い る 。 昇 圧 回 路 は 、 外 部 か ら の 基
準 電 圧 を 昇 圧 し て オ ペ ア ン プ に 供 給 す る た め に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 駆 動 装 置 の 動 作 に つ い て 、 図 ７ （ ｂ ） を 参 照 し な が ら 説 明 す る
。
【 ０ １ １ ９ 】
　 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 Ｒ Ａ Ｍ コ ン ト ロ ー ラ 内 蔵 ソ ー ス ド ラ イ バ ５ ３ 内 の Ｒ Ａ Ｍ コ ン
ト ロ ー ラ か ら Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 内 に は 、 常 に ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｋ Ｖ が 供 給 さ れ る 。 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ
電 源 に は 、 １ フ レ ー ム ご と に ３ ０ ０ の ク ロ ッ ク が 供 給 さ れ る 。 ３ ０ ０ の ク ロ ッ ク の う ち 、
１ ク ロ ッ ク 目 か ら 、 １ ７ ６ 本 の ゲ ー ト ラ イ ン に 対 応 す る １ ７ ６ 個 目 ま で の ク ロ ッ ク が 供 給
さ れ る 間 、 液 晶 パ ネ ル で は 画 像 が 書 き 込 ま れ る 。 こ の よ う に 、 実 際 に 書 き 込 み が 行 わ れ る
期 間 を 有 効 な 書 き 込 み 時 間 と 呼 ぶ こ と と す る 。 次 に 、 １ ７ ７ ク ロ ッ ク 目 か ら ３ ０ ０ ク ロ ッ
ク 目 に な る と 、 液 晶 パ ネ ル で は 画 像 が 書 き 込 ま れ な い 。 こ の よ う に 実 際 に は 書 き 込 み が 行
わ れ な い 期 間 を ブ ラ ン キ ン グ 期 間 と 呼 ぶ 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 ブ ラ ン キ ン グ 期 間 で は 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 内 の 昇 圧 回 路 に 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 周 波 数 が 、
有 効 な 書 き 込 み 時 間 に お け る ク ロ ッ ク 周 波 数 の １ ／ Ｎ 倍 （ Ｎ ＝ ２ 、 ３ 、 ４ ・ ・ ・ ） に な る
。
【 ０ １ ２ １ 】
　 信 号 Ｓ Ｔ Ｖ は 、 １ ク ロ ッ ク 目 の ク ロ ッ ク が 入 力 さ れ る タ イ ミ ン グ を 制 御 す る た め の 信 号
で あ る 。 つ ま り 、 １ つ の フ レ ー ム に お け る ブ ラ ン キ ン グ 期 間 が 終 了 し 、 次 の フ レ ー ム に 表
示 か 変 化 す る と き に 、 コ ン ト ロ ー ラ か ら ゲ ー ト ド ラ イ バ に 、 信 号 Ｓ Ｔ Ｖ が 供 給 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 信 号 Ｎ Ｏ Ｅ Ｖ は 、 そ れ ぞ れ の ゲ ー ト ラ イ ン に 対 応 す る ク ロ ッ ク の 入 力 す る タ イ ミ ン グ が
重 複 し な い よ う に す る た め の 信 号 で あ る 。 信 号 Ｎ Ｏ Ｅ Ｖ は 、 １ ク ロ ッ ク 目 か ら １ ７ ６ ク ロ
ッ ク 目 ま で の ク ロ ッ ク に 対 応 し て ゲ ー ト ド ラ イ バ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 そ し て 、 ブ ラ ン キ ン グ 期 間 に は 、 コ ン ト ロ ー ラ か ら Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 に 、 電 源 制 御 信 号 Ｐ
Ｓ Ａ Ｖ Ｅ が 供 給 さ れ る 。 電 源 制 御 信 号 Ｐ Ｓ Ａ Ｖ Ｅ は 、 １ つ の フ レ ー ム に お け る １ ７ ７ ラ イ
ン 目 の ク ロ ッ ク の 立 ち 上 が り か ら 、 次 の フ レ ー ム に お け る １ ラ イ ン 目 の ク ロ ッ ク の 立 ち 上
が り ま で の 間 に 供 給 さ れ る 。 電 源 制 御 信 号 Ｐ Ｓ Ａ Ｖ Ｅ に よ っ て 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 に お け る
オ ペ ア ン プ は 停 止 さ れ 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ － Ｚ 状 態 と な る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ブ ラ ン キ ン グ 期 間 に は Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 に お け る オ ペ ア ン プ を 停 止 さ せ
、 昇 圧 回 路 に 供 給 す る ク ロ ッ ク の ク ロ ッ ク 周 波 数 を 小 さ く す る 。 こ れ に よ り 、 ブ ラ ン キ ン
グ 期 間 に も 一 定 の 電 源 を 供 給 し て い た 従 来 と 比 較 し て 、 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と が で き る
。 以 下 に 、 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
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　 従 来 で は 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 の 消 費 電 力 Ｐ は 、 下 記 （ ８ ） 式 で 示 す 値 と な る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 Ｐ ＝ Ｐ o p a ＋ Ｐ c h ＋ Ｐ e t c ＋ Ｐ i c d 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ８ ） 式
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ Ｐ o p a ： オ ペ ア ン プ の 消 費 電 力
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｐ c h ： 昇 圧 回 路 の 消 費 電 力
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｐ e t c ： そ の 他 の 回 路 に お け る 消 費 電 力
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｐ i c d ： 液 晶 パ ネ ル の 充 放 電 に 必 要 な 消 費 電 力 ）
　 な お 、 こ の 消 費 電 力 Ｐ i c d は 、 下 記 （ ９ ） 式 で 示 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 Ｐ i c d ＝ Ｃ Ｖ ｆ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ９ 式 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ Ｃ ： パ ネ ル 容 量
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｖ ： パ ネ ル に 印 加 す る 電 圧
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｆ ： パ ネ ル に 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 周 波 数
　 そ れ に 対 し 、 本 実 施 形 態 で は 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 の 消 費 電 力 Ｐ は 、 下 記 （ １ ０ ） 式 で 示 す
値 と な る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 Ｐ ＝ （ Ｔ － ｔ 1 ） ／ Ｔ × Ｐ o p a ＋ （ Ｔ － ｔ 1 ） ／ Ｔ × Ｐ c h

                   ＋ ｔ 1 ／ Ｔ １ × １ ／ Ｎ × Ｐ c h ＋ Ｐ e t c ＋ （ Ｔ － ｔ １ ） ／ Ｔ × Ｐ i c d 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ １ ０ ） 式
　 　 　 （ Ｔ ： 全 体 の 期 間 （ 有 効 な 書 き 込 み 期 間 と ブ ラ ン キ ン グ 期 間 と の 合 計 の 期 間 ）
　 　 　 　 ｔ 1 ： ブ ラ ン キ ン グ 期 間
　 　 　 　 １ ／ Ｎ ： 有 効 な 書 き 込 み 期 間 に お け る 昇 圧 回 路 の ク ロ ッ ク 周 波 数 に 対 す る ブ ラ ン
キ ン グ 期 間 の 昇 圧 回 路 の ク ロ ッ ク 周 波 数 の 分 周 比 ）
　 こ の よ う に 、 オ ペ ア ン プ と 昇 圧 回 路 と に お い て 、 ブ ラ ン キ ン グ 期 間 の 消 費 電 力 を 削 減 で
き る 。 オ ペ ア ン プ と 昇 圧 回 路 は 共 に ア ナ ロ グ 回 路 で あ り 、 従 来 で は 、 オ ペ ア ン プ の 消 費 電
力 Ｐ o p a  、 昇 圧 回 路 の 消 費 電 力 Ｐ c h お よ び パ ネ ル の 充 放 電 電 流 に 必 要 な 消 費 電 力 Ｐ c h は 、
Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 の 全 体 の 消 費 電 力 Ｐ の う ち の 大 き な 割 合 を 占 め て い た 。 本 実 施 形 態 で は 、
こ の よ う に 消 費 電 力 の 大 き な オ ペ ア ン プ 、 昇 圧 回 路 お よ び パ ネ ル に お け る 充 放 電 電 流 の 消
費 電 力 を 削 減 で き る の で 、 そ の 効 果 は 大 き い 。 ま た 、 オ ペ ア ン プ の 動 作 を 停 止 さ せ る の は
ブ ラ ン キ ン グ 期 間 で あ る た め 、 画 質 に 問 題 は 生 じ な い 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 な お 、 上 述 の 説 明 で は 、 対 向 電 極 や 共 通 電 極 を 駆 動 す る た め の 電 源 を 例 に 用 い て 説 明 し
た 。 し か し 、 本 発 明 は ゲ ー ト ド ラ イ バ を 駆 動 す る た め に 用 い る 電 源 な ど の 他 の 電 源 に も 適
用 す る こ と が で き る 。 そ の 場 合 に も 、 表 示 等 の 特 性 を 劣 化 さ せ る こ と な く 消 費 電 力 を 削 減
す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ３ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 液 晶 パ ネ ル に お け る 画 面 表 示 の 変 化 量 に よ っ て 、 Ｄ Ｃ
－ Ｄ Ｃ 電 源 な ど の 出 力 を 変 化 さ せ る こ と が で き る の で 、 液 晶 パ ネ ル の 画 面 表 示 の 特 性 を 劣
化 さ せ る こ と な く 消 費 電 力 を 削 減 で き る 点 で 産 業 上 の 利 用 可 能 性 は 高 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ３ １ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 液 晶 駆 動 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 、 画 像 パ タ ー ン に 基 づ い て 、 液 晶 パ ネ ル に 画 像 が 表 示 さ
れ る ス テ ッ プ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 液 晶 駆 動 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す 液 晶 駆 動 装 置 の う ち Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 内 の 構 成 を 詳 細 に 示 す 回 路 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 液 晶 駆 動 装 置 の う ち Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 内 の 構 成 を 詳 細 に 示
す 回 路 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(18) JP 2005-114952 A 2005.4.28



【 図 ６ 】 （ ａ ） は 、 第 ４ の 実 施 形 態 の 液 晶 駆 動 装 置 の う ち Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 と そ の 周 辺 の 構
成 を 示 す 回 路 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源 内 の オ ペ ア ン プ の 構 成 を 詳 細 に 示 す 回
路 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） は 、 第 ５ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 （ ｂ ） は
、 図 ７ （ ａ ） に 示 す 液 晶 駆 動 装 置 の 動 作 を 示 す タ イ ム チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ３ ２ 】
　 　 　 　 　 １ １ 　 　 　 液 晶 パ ネ ル
　 　 　 　 　 １ ２ 　 　 　 ソ ー ス ド ラ イ バ
　 　 　 　 　 １ ３ 　 　 　 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ 電 源
　 　 　 　 　 １ ４ 　 　 　 コ ン ト ロ ー ラ
　 　 　 　 　 １ ５ 　 　 　 変 化 量 算 出 部
　 　 　 　 　 ２ １ 　 　 　 演 算 増 幅 器
　 　 　 　 　 ２ ２ （ １ ） ～ ２ ２ （ ｎ ） 　 　 　 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
　 　 　 　 　 ２ ３ （ １ ） ～ ２ ３ （ ｎ ） 　 　 　 Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
　 　 　 　 　 ２ ４ 　 　 　 出 力 ト ラ ン ジ ス タ 部
　 　 　 　 　 ２ ５ 　 　 　 Ｉ － Ｖ 変 換 回 路
　 　 　 　 　 ２ ６ （ １ ） ～ ２ ６ （ ｎ ） 　 　 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
　 　 　 　 　 ２ ７ （ １ ） ～ ２ ７ （ ｎ ） 　 　 抵 抗
　 　 　 　 　 ２ ８ （ １ ） ～ ２ ８ （ ｎ ） 　 　 イ ン バ ー タ 部
　 　 　 　 　 ２ ９ （ １ ） ～ ２ ９ （ ｎ ） 　 　 イ ン バ ー タ
　 　 　 　 　 ３ ０ （ １ ） ～ ３ ０ （ ｎ ） 　 　 イ ン バ ー タ
　 　 　 　 　 ３ １ （ １ ） ～ ３ １ （ ｎ ） 　 　 ス イ ッ チ
　 　 　 　 　 ３ ２ （ １ ） ～ ３ ２ （ ｎ ） 　 　 ス イ ッ チ
　 　 　 　 　 ３ ３ 　 　 　 電 流 源
　 　 　 　 　 ３ ４ 　 　 　 ス イ ッ チ
　 　 　 　 　 ４ １ 　 　 　 オ ペ ア ン プ
　 　 　 　 　 ４ ２ 　 　 　 出 力 端 子
　 　 　 　 　 ４ ３ 　 　 　 節 点
　 　 　 　 　 ４ ４ 　 　 　 コ ン パ レ ー タ
　 　 　 　 　 ４ ５ 　 　 　 可 変 抵 抗
　 　 　 　 　 ４ ６ 　 　 　 演 算 増 幅 器
　 　 　 　 　 ４ ７ 　 　 　 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
　 　 　 　 　 ４ ８ 　 　 　 Ｎ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
　 　 　 　 　 ４ ９ 　 　 　 Ｐ Ｍ Ｉ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
　 　 　 　 　 ５ １ 　 　 　 液 晶 パ ネ ル
　 　 　 　 　 ５ ２ 　 　 　 Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 電 源 内 蔵 ゲ ー ト ド ラ イ バ
　 　 　 　 　 ５ ３ 　 　 　 Ｒ Ａ Ｍ コ ン ト ロ ー ラ 内 蔵 ソ ー ス ド ラ イ バ
　 　 　 　 　 ５ ４ 　 　 　 上 部 電 極
　 　 　 　 　 ５ ５ 　 　 　 下 部 電 極
　 　 　 　 　 ５ ６ 　 　 　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ

　 　 　 　

10

20

30

40

(19) JP 2005-114952 A 2005.4.28



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(20) JP 2005-114952 A 2005.4.28



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(21) JP 2005-114952 A 2005.4.28



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｇ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｋ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｔ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｕ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０２Ｍ   3/155   　　　Ｈ          　　　　　

(72)発明者  小島　友和
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内
(72)発明者  須山　透
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内
(72)発明者  榊原　努
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内
Ｆターム(参考) 2H093 NA16  NA53  NC05  NC11  NC21  NC34  NC49  NC58  NC59  ND39 
　　　　 　　  5C006 AF45  AF51  AF52  AF53  AF54  AF61  AF68  AF69  AF72  AF73 
　　　　 　　        AF84  BC06  BF14  BF24  BF25  BF31  BF42  BF46  FA47 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  DD26  FF03  FF11  JJ02  JJ03  JJ07 
　　　　 　　  5H730 AA14  BB11  DD04  FD31 

(22) JP 2005-114952 A 2005.4.28



专利名称(译) 液晶显示装置，电源电路和液晶显示装置的控制方法

公开(公告)号 JP2005114952A 公开(公告)日 2005-04-28

申请号 JP2003347878 申请日 2003-10-07

申请(专利权)人(译) 松下电器产业有限公司

[标]发明人 小島友和
須山透
榊原努

发明人 小島 友和
須山 透
榊原 努

IPC分类号 G02F1/133 G09G3/18 G09G3/20 G09G3/36 H02M3/155

CPC分类号 G09G3/3696 G09G3/3611 G09G3/3648 G09G2330/021

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.520 G02F1/133.550 G09G3/20.611.A G09G3/20.612.A G09G3/20.612.D G09G3
/20.612.G G09G3/20.612.K G09G3/20.612.T G09G3/20.612.U H02M3/155.H

F-TERM分类号 2H093/NA16 2H093/NA53 2H093/NC05 2H093/NC11 2H093/NC21 2H093/NC34 2H093/NC49 2H093
/NC58 2H093/NC59 2H093/ND39 5C006/AF45 5C006/AF51 5C006/AF52 5C006/AF53 5C006/AF54 
5C006/AF61 5C006/AF68 5C006/AF69 5C006/AF72 5C006/AF73 5C006/AF84 5C006/BC06 5C006
/BF14 5C006/BF24 5C006/BF25 5C006/BF31 5C006/BF42 5C006/BF46 5C006/FA47 5C080/AA10 
5C080/BB05 5C080/DD26 5C080/FF03 5C080/FF11 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ07 5H730
/AA14 5H730/BB11 5H730/DD04 5H730/FD31 2H193/ZA04 2H193/ZD23 2H193/ZF06 2H193/ZH21

代理人(译) 前田弘
竹内浩
竹内雄二

其他公开文献 JP4485776B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供了一种具有低功耗的液晶显示装置。 根据本发明的液晶显示装置包
括：液晶面板；通过向液晶面板施加电压来控制灰度的源极驱动器；以
及将电流提供给源极驱动器的源极驱动器。 用于驱动电源的DC-DC电源
13，用于向源极驱动器12提供用于控制灰度的信号的控制器14，以及用
于计算来自控制器14的信号的变化量的变化量计算单元15。 在DC-DC电
源13中，提供给源极驱动器12的电流根据由变化量计算器15计算出的信
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